
部活動の実態調査（中学校:保護者）に係るアンケート結果（まとめ・分析）     

 

  ・実施期間：令和６年７月 1６日～令和６年８月５日 

 ・実施対象：中学校１学年・２学年の保護者 

 ・有効回答：１，８８５名 
 
 
 

 《①部活動について》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者にとって、こどもの部活動参加の意義は「仲間・友だちづくり」が７割を超え、１番 

高かった。次いで「技術・体力の向上」「競技・種目を楽しむこと」がつづく。一方、大会や 

試合で好成績を残すことについては、回答した割合が約５％となっている。 

平日の活動日数は週４日が 68％、週３日が 27％となっており、３日以上が適切だと思われてい

る。一方、休日は週１日が 67％で１番多かったが、休日は活動しないを回答した割合も 21％と 

なり、活動は平日だけでも構わないと考えている保護者も一定数いることが見てとれた。 
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《②地域移行について》 

 

 

 

 

 

 

 

 

「専門的な指導が受けられる部活」が 52％、「楽しむことを目的とした部活」が 39％と 

この２つの回答が多かったが、一方で「小学校や高校生等の多世代での活動」や「興味 

のあることを仲間と調べたり、発表したりする部活」等、従来の活動の概念にとらわれ 

ない活動方法を推す意見もそれぞれ約２割程度あった。 

「知っている」が 22％、「聞いたことはある」を合わせると、59％と過半数を超えるものの、 

「まったく知らない」と回答した割合も約２割いることから、今後、生徒および保護者への 

周知や理解の発信等により力を入れていく必要がある。 

また、地域移行に参加させてみたいかについては、「はい」が約５割いるものの、実態がどの 

ようなものか分からなければ、参加させるかどうか判断し難い状況にあると考えられる。 
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期待することについては、「専門的な指導が受けられる」ことが約６割、つづいて「仲間と 

楽しみながら活動できること」がつづくが、これは他校の生徒も含め、多様な年代と一緒に 

活動する等による効果への期待も含まれていると考えられる。 

一方、不安に感じる点については、「活動場所（送迎の有無）」が 57％、次に「運営主体」、 

そして「他校の生徒との関係性」や「費用負担が大きくならないか」がつづいた。活動場所 

までの移動は原則家庭の責任となるため、安全面の不安もあるものと推察される。 
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学年によっても許容範囲は変わってくるかもしれないが、凡そ自転車で 20分以内の距離 

であれば、約 75％以上の保護者が参加は可能であると考えている。一方、それ以上の活 

動場所となると、あきらめざるを得ない家庭が出てくるかもしれない。 

休日の活動時間については、概ね現在の活動時間と同等程度が適切だと捉えられている。 
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《③地域移行に関する意見・質問など》 （自由記述より） 

 

・地域移行を実施される際には、事前にしっかりアナウンスを行ってもらいたい。 

・子どもたちは求められるものが多すぎて、疲弊しているようにも感じる。先生方の負担を減らしな 

がら、子どもたちが楽しみながら、自己決定力を伸ばしていけるような仕組みを期待しています。 

・地域移行になったとしても、勝利至上主義等には陥らない教育的な活動であってほしい。 

・地域移行の活動がどのような目標を設定しての活動になるのか、事前にしっかり共有してほしい。 

・地域移行以前に、部活動をしないことを尊重する空気もほしい。こどもは様々なことで忙しく、部 

活と内申との関係性を不安がっていた。多様性の時代、ゆっくり過ごす自由も尊重されたい。 

・安全対策を万全にしてもらいたい。緊急時の対応や何か起きた時の責任の所在はどこになるのか。 

・指導者の経歴や指導方針等を子どもや保護者が知ることのできる機会を設けるようにしてほしい。 

・体験期間を設けてほしい。また、保護者への活動内容の報告等をお願いしたい。 

・顧問の先生には感謝でいっぱいである。地域や保護者も協力して地域で支える必要があると思う。 

・趣味程度で軽く楽しめる部活も用意してほしい。 

・活動場所が遠方の場合、子どもたちだけで行かせるのは不安。できれば通学校で活動してほしい。 

・保護者との連絡方法、指導が見えづらくなりそうな点や活動中の安全面の保障が不安である。 

・専門的な指導だけでなく、思春期年代の部員との接し方等、質の高い指導者の選出が重要である。 

・地域移行では、生涯にわたり、スポーツを楽しめるような指導をしてもらえると嬉しい。 

・平日の 18 時以降等は塾などの習い事がある生徒も多いと思うので、参加は難しいと思う。 

・地域移行となっても、今の顧問の先生が報酬を受け取る形で指導に携わってもらいたい。 
  

 （質問・不明な点等） 

・休日の地域移行となった時に、平日の活動にだけ参加することはできるのか。 

・練習試合や大会の機会は現状と変わりはないのか。いつから地域移行がされるのか知りたい。 

・練習時間や怪我の対応等、保護者の当番制など保護者の負担が増えるのか。 

・地域移行となっても学校や平日の指導者とは連携をしてもらえるのか。 

指導者への報酬を含め、一月あたり「1,000 円～2,000 円程度」であれば、約７割の保護者は 

適切であると感じている一方で、「1,000 円以下」と回答した割合は「無償」を含め約３割と 

なっている。持続可能な活動を目標に、受益者負担の額については検討を重ねる必要がある。 
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